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はしがき

心拍出量の測定は,SwanとGanzらの功掛こよって現在では肺動脈カ

テーテルを用いた熟希釈法が一般的となり,心機能評価法として広く臨

床で用いられている.しかし,測定された心拍出量の値は冷水注入時の

瞬時の値であり,連続的にモニターすることはできない.連続的心拍出

量モニターは,手術室やICUにおける重症患者管理において有用なモ

ニター法として,新しい肺動脈カテーテルなどを用いた多くの試みがな

されているが,未だ広く臨床的に利用できる方法は開発されていない.

超音波ドプラ法を用いた連続的心拍出量モニター法では,血流速度

の計測における血流方向に対する超音波ビームの入射角が大きな誤差要

因となっている.超音波ドプラ法によって測定される血流速度は,超音

波ビームに対する血流の相対的流速であり,絶対流速ではなく超音波入

射角に依存する血流速度となる.従って正確な血流速度の測定のために

は,超音波を血流方向に対し平行に入射しなければならない.この超音

波入射角度が超音波ドプラ法による血流速度の計測における誤差要因と

なっているのである.特に,血管内に細径ブローベを留置し血流速度を

計測する場合には,血流方向と超音波ビームの方向の間の角度は不明で

あり,測定された血流速度が絶対流速であるか疑問が持たれる,このた

め,超音波ドプラ法を利用した連続的心拍出量測定法は開発されていな

かった.



今回の科学研究費,試験研究(B)による｢連続的に心拍出量

モニターが可能な新しい肺動脈ドプラカテーテルの開発｣では以

上のことに基づいて,超音波入射角度に依存しない絶対流速測定

法を開発し,これを装着した新しい肺動脈ドプラカテーテルを試

作して連続的心拍出量測定を行い,新しい肺動脈ドプラカテーテ

ルによる連続的心拍出量モニタリングシステムの開発を行った.

本研究成果報告書は以上のことに基づいて,平成5年度から平成

7年度の3年間にわたって行った研究成果である.
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